
■
保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
う
県
納
付

金
額
の
上
昇
や
被
用
者
保
険
の
適
用

拡
大
に
伴
う
国
保
被
保
険
者
の
減
少

等
を
踏
ま
え
、
保
健
事
業
の
実
施
や

県
納
付
金
を
賄
う
た
め
の
歳
入
を
確

保
す
る
た
め
、
愛
知
県
が
示
す
標
準

保
険
料
率
に
あ
わ
せ
る
よ
う
条
例
の

一
部
を
改
正
。

　

こ
の
改
正
で
、
お
お
む
ね
一
人
当
た

り
４
６
７
円
（
０
・
４
％
）
の
増
額

と
、
ま
た
保
険
税
が
上
が
る
。
令
和
７

年
度
予
算
見
込
み
で
は
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
４
０
０
３
人
に
対
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
は

４
７
５
１
人
と
７
５
０
人
近
く
上
回

り
、
高
齢
化
社
会
が
生
み
出
し
た
社
会

保
障
制
度
の
歪
み
を
受
け
、
国
民
健
康

保
険
の
運
営
自
体
が
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
国
、
県
、
町
の
連
携
で
構
造

的
な
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

一
つ
目
に
、
全
国
知
事
会
も
国
に
訴
え

て
い
る
「
１
兆
円
の
公
費
投
入
」、
二
つ

目
に
、
愛
知
県
の
独
自
補
助
拡
充
を
町

か
ら
求
め
る
こ
と
、
三
つ
目
に
、
町
で

で
き
る
こ
と
と
し
て
決
算
補
填
等
目
的

以
外
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

求
め
、
反
対
す
る
。

■
機
構
改
革
に
よ
る
「
町
民
の
た
め
の

新
た
な
組
織
づ
く
り
」
と
「
夢
あ
る

未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
主
眼
を

置
い
た
予
算
編
成
。

【
主
な
事
業
内
容
】

・
子
育
て
支
援
と
し
て
「
保
健
こ
ど
も

課
」
の
新
設
及
び
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
。

・
大
規
模
災
害
に
備
え
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
に
必
要
な
住
家
被
害
認
定
調

査
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
。

・
指
定
避
難
所
で
あ
る
阿
久
比
中
学
校

体
育
館
に
空
調
設
置
。

・
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
の
陸
上
競
技
場

の
ト
ラ
ッ
ク
改
修
及
び
天
然
芝
生
化

改
設
工
事
。

・
ス
ポ
ー
ツ
村
全
体
の
将
来
像
を
描

き
、
現
在
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
整
備
基
本
構
想
の
策

定
。

　
「
夢
あ
る
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

主
眼
に
置
き
、
機
構
改
革
に
よ
る
新
た

な
体
制
で
「
夢
あ
る
新
し
い
阿
久
比
町

の
実
現
」
を
目
指
し
た
各
種
施
策
を
実

現
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
・
効
率
的
に
配
分
さ
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
関
す
る
伴
走
型
の
相
談
支

援
。
妊
婦
支
援
給
付
金
制
度
の
創
設
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
。
４
小
学
校
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上

げ
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第
Ⅱ
期

へ
の
取
り
組
み
。
阿
久
比
中
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
設
置
。
阿
久
比
駅
周
辺
整

備
事
業
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
阿
久
比
町

の
未
来
を
見
据
え
、
将
来
に
備
え
た
予

算
編
成
で
あ
る
と
評
価
し
、
賛
成
す

る
。

　

こ
の
予
算
は
、
町
民
に
わ
か
り
易
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
向
上
を
進

め
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
の
運
営
を
目

的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
機
構

改
革
を
実
行
し
４
つ
の
課
を
新
設
す
る

こ
と
で
、
全
庁
的
な
専
門
性
の
向
上
や

改
革
機
会
の
促
進
を
め
ざ
す
。　
　

本
町
に
必
要
な
各
種
事
業
が
う
ま
く
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、「
夢
あ
る
未
来
へ
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
予
算
と
評

価
し
賛
成
す
る
。

　

限
り
あ
る
財
源
状
況
の
中
、
交
付
金

等
を
活
用
さ
れ
、
住
民
の
生
活
を
そ
つ

な
く
守
る
予
算
配
分
で
あ
る
。
物
価
高

騰
が
暮
ら
し
を
追
い
つ
め
、
よ
り
一
層

の
暮
ら
し
応
援
予
算
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
住
民
の
命
や
福
祉
の
増
進
に
つ
な

が
る
総
務
費
、
民
生
費
、
教
育
費
等
の

必
要
な
増
額
を
評
価
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ

村
の
将
来
計
画
や
施
設
整
備
に
つ
い
て

も
、
町
と
し
て
方
向
性
を
見
出
し
動
き

は
じ
め
る
こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
賛
成

す
る
。

　

こ
の
予
算
案
が
本
定
例
会
の
議
案
第

22
号
に
基
づ
い
た
税
率
で
計
上
さ
れ
て

い
る
た
め
。
住
民
の
生
存
権
を
守
れ
る

制
度
へ
の
転
換
を
求
め
て
反
対
す
る
。

　

繰
越
金
と
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

住
民
一
人
あ
た
り
の
保
有
額
が
、
令
和

５
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
県
内
４
番
目
に

多
く
６
万
２
千
円
以
上
と
貯
め
こ
み
過

ぎ
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
多

く
の
住
民
が
、
医
療
・
介
護
・
年
金
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
な
か
、
県
内
20
自

治
体
以
上
で
実
施
さ
れ
て
い
る
低
所
得

者
減
免
制
度
化
で
少
し
で
も
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
を
対
案
に
反
対
す
る
。
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号
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